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清 流 の 復 活 を 願う未来への架け
橋

平 成 泉 橋

り
、
ま
だ
豊
か
な
自
然
が
残
つ
で
い
る
垳

一
こ
に
、
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
な
る
か

a

橋゙
が
誕
生
し
ま
し
た
。
名
前
は
「
平
成

胃

小
さ
な
人
道
橋
の
完
成
に
よ
り

八

一

澱
四
四
マ
も
一
層
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。

3
0分
ご
と
に
5
分
間
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ー
テ
ン
が
楽
し
め
ま
す

圧
巻
!
ウ
ォ
ー

タ
ー
カ
ー

テ
ン

静
か
な
垳
川
沿
い
。
時
折
、
頭
と
を

飛
ん
で
行
く
ユ
リ
カ
モ
メ
の
羽
音
が
閭

え
る
だ
け
・・・
。
突
然
、
そ
の
静
寂
を
呎

る
か
の
よ
う
に
、
流
れ
落
ち
る
水
の
壽

が
耳
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
橋
の
た

も
と
か
ら
兒
上
げ
る
と
ま
る
で
酳
の
よ

う
に
兒
え
る
こ
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ー
テ

ン
。
そ
の
流
れ
は

、
訪
れ
た
人
を
壽
で

ま
ず
驚
か
せ

、
次
に
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す

。

流
れ
落
ち
る

水
の
秘
密
は
…

実
は
、
こ
の
水
は
水
心
徼
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
浄
化
し
た
川
の
水
を
利
川
し

て
い
る
の
で
す
。浄
化
に
は
、孔
酸
菌
飲

料
の
や
き
容
器
を
庄
川
し
て
い
ま
す

そ
の
数
な
ん
と
約
1
5
0万個
ど
れ
に
は
、

皆
さ
ん
の
ご
協
刀
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ

た
空
き
容
器
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
空
き
容
お
が
ぎ
っ
し
り
話
ま
っ

た
浄
化
戀
は
、
僑
に
隣
接
し
た
神
明
水

の
み
公
園
・
泉
の
広
場
の
碵
え
込
み
地

の
他
卜
に
ま
置
し
て
あ・り
ま
す

元
上

・ド

水処理施設の仕組み

泉
の
広
場
の
地
下
に
は
、

浄
化
槽
が
埋
め
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

集
い
、
語
ら
う
場
と

し
て
機
能
す
る
橋

平
成
泉
橋
は
、仕
組
み
だ
け
で
な
く
、

ス
タ
イ
ル
も
ち
ょ
っ
と
独
特
。
川
沿
い

の
な
だ
ら
か
な
ス
ロ
ー
プ
を
上
か
っ
て

い
く
と
、
ま
ず
、
瞻
の
上
が
と
て
も
広

々
と
し
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま

す
。
啗
の
中
央
は
円
形
に
ふ
く
ら
ん
で

い
て
、
幅
は
皷
大
り
呪

橋
の
卜
で
イ

ベ
ン
ト
を
催
す
こ
と
を
想
定
し
た
造
り

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。こ
こ
な
ら
、

立
ち
比
ま
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
脱
色
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
、

一
人
ひ
と
り
の
努
力

で
川
を
き
れ
い
に
…

牢
成
叭
叭
で
の
水
の
昂
化
の
M
み
は

成
功
し
て
ぃ
ま
す
が
、
こ
う
し
た
浄
化

に
は
人
変
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

川
を
汚
し
て
い
る
原
凶
の
第
1
に

は
、
家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
で
す
。

皆
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
の
水
に
対
す
る

こ
ま
や
か
な
心
配
○
が
、
川
を
き
れ
い

に
し
て
ぃ
き
ま
す
ご
亟
幻
を
お
頤
い

し
ま
す
。　
問
先
　
巾
火
木
町
-
ぐ

土
木
部
計
出
調
祭
課

゛
(
3
8
8
0
)
5
2
0
1

晩秋の散策
に は
もっ てこ い

神明・

六木
遊歩
道

。孚
成
泉
橋
の
架
か
る
川
沿
い
は
、
自

然
の
地
形
を
生
か
し
た
美
し
い
散
策
路

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
神
明
・
六
木

遊
歩
道
は
、
東
京
都
が
進
め
て
い
る

「
武
蔵
野
の
路
」
の
一
環
と
し
て
整
備

し
た
も
の
。
約
2
蚰
の
樹
木
の
ト
ン
ネ

ル
を
、
落
ち
葉
を
踏
み
締
め
て
歩
い
て

い
け
ば
、
ち
ょ
つ
と
し
た
(
イ
キ
ン
グ

気
分
に
も
浸
れ
ま
す
。
途
巾
に
は
、
水

車
や
風
車
が
あ
る
広
場
も
あ
り
、
変
化

に
富
ん
だ
風
景
を
楽
し
め
る
遊
歩
道
で

す
。

□ 交通案内　平成泉啗( 神明三丁日13) 、神明一
六木遊歩逎へは…東武バス/綾瀬駅西口～八
潮車圃・八潮市役所閧神剛町下車、または亀
有駅丿匕囗～六ツ木都¶ 「1ミ間六ツ木都{主下車と
もに徒歩5分亀有駅1と【】～六ツ14y丗也限1六
ツ 木[ 41地 下秣i 徒 歩10 分

データ編も新たに
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葦
立
ち

エ
イ
ズ

街
路
樹
の
蕾
葉
も
増
し
て
、
秋

も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、H
月
1
6日
か
ら
は
エ
イ

ズ
月
間
。8
1年
に
ア
メ
リ
カ
で
報

ご
さ
れ
て
以
来
、
わ
ず
か
扣
数
年

で
世
界
中
に
広
ま
っ
て
し
ま
っ
た

こ
の・祠
気
。
当
初
、
同
性
愛
者
等

に
流
行
し
た
た
め
、
向
か
特
別
な

蜊
気
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
こ
と
が

こ
の
よ
う
な
蔓
延
を
ま
ね
い
た
と

も
い
え
ま
す
。

エ
イ
ズ
は
、
誰
も
が
か
か
る
可

能
慨
の
あ
る
身
近
な
蜊
気
で
す
。

し
か
し
、
原
囚
も
思
染
経
路
も
は

っ
き
り
し
て
お
り
、
き
ち
ん
と
予

防
す
れ
ば
防
げ
る
蜊
気
で
す
。

8
月
、
横
浜
で
聞
か
れ
た
エ
イ

ズ
国
際
命
議
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
の
多
数
の
応
募
、
エ
イ
ズ
で

あ
る
こ
と
の
表
明
な
ど
、
感
喫
者

と
非
感
染
者
が

。休
と
な
っ
て
エ

イ
ズ
に
立
ち
向
か
う
姿
が
報
道
さ

れ
、
エ
イ
ズ
と
共
に
生
き
る
時
代

に
な
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

勺
先
ご
ろ
の
足
皀
ぼ
で
の
。衝
頭
啓

発
活
動
で
は
、1
0
代
～
3
0
代
の
石

い
人
々
の
関
心
が
と
て
も
高
か
っ

た
由
。
区
で
は
、
保
健
所
で
匿
名

に
よ
る
無
料
検
査
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、

柑
談
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

エ
イ
ズ
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を

も
ち
、
感
染
者
が
安
心
し
て
闘
病

で
き
る
社
会
環
境
に
す
る
こ
と
、

こ
れ
が
予
防
の
要
と
い
え
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

区
長
　
古
性
　直

◎ 毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発行
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自
転
車
放
置
禁
止
区
域

竹
ノ
塚
駅
周
辺

「
1
台
ぐ
ら
い
は
・
:
」
と
置
い
た
自

転
卑
が
大
勢
の
歩
く
人
の
邪
魔
と
な
っ

て
い
ま
す
。
区
で
は
、
駅
周
辺
の
お
お

む
ね
3
0
0
S以内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区

域
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

禁
止
区
域
内
の
放
置
自
転
車
は
、
区

が
撤
去
し
て
自
転
車
移
送
所
へ
運
び
保

管
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
を
引
き
取
る
と
き
は
。
撤
去

料
と
し
て
2
千
円
を
徴
収
し
ま
す
。
ま

た
、
撒
去
後
2
ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
処
分

し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

竹
ノ
詼
駅
周
辺
は
歩
道
上
の
放
置
自

転
申
が
多
く
、
ま
た
ス
ー
パ
ー
や
遊
技

塘
利
用
者
の
自
転
車
が
道
路
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
駅
周
辺
で
の
買
い
物
等
に

は
、
で
き
る
だ
け
歩
い
て
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。
自
転
車
の
場
合
は
、
必
ず
自

転
車
置
き
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

□
放
置
自
転
車
撤
去
先

竹
の
複
移
送
所
・
:東
伊
輿
町
3
6先
(
竹

の
獗
清
掃
工
場
沿
い
東
武
繚
高
架
下
)

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
自
転
車
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

竹 ノ塚 駅 周辺 の駐 輪場

□ 区営駐車場

□ 公営駐車場

□ 民営駐輪場

※ 放置自転車移送所( 撒去先) …竹の塚移送所　東伊興町36番先(
竹の塚清掃工場沿いの東武線高架下)

竹ノ塚駅周辺自転車放置禁止区域

保
養
所
の
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

平
成
7
年
3
月
利
用
分
か
ら
、
保
養

所
の
使
用
料
を
蚕
料
と
宿
泊
料
に
改
め

ま
す
。
　
室
料
1
2
千
8
0
0円。
た
だ
し
、

湯
河
原
あ
だ
ち
荘
の
冫
人
部
屋
(
1
室

の
み
、
身
障
者
対
S
)
は
千
4
0
0円。
伊

豆
高
原
あ
だ
ち
荘
の
I
人
部
屋
(
1
室

の
み
、
身
障
者
対
応
)
は
2
千
川
円
　

宿
泊
料
(
1
人
)
l
大
人
2
千
円
、
小
人

千
円
、
国
保
加
入
の
方
が
伊
豆
高
原
あ

だ
ち
荘
を
利
用
す
る
場
合
、
大
人
千
崩

円
、
小
人
沺
円
　
賄
料
(
1
人
)
1
従
来

ど
お
り
(
大
人
2
千
円
、
小
人
千
円
)

※
大
人
4
人
で
1

室
を
利
用
す
る
場

合
'
<
0計
金
額
は
今
ま
で
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。
く
わ
し
く
は
、
あ
だ
ち
広
報
卜一

月
2
5日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
　
問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
住
区
施
設
課

B
(
m
8
8
0
)
5
1
7
1

障
害
児
・
在
宅
高
齢
者
の
方
に

歯
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す

□
障
害
児
歯
科
診
療

日
時
=
毎
週
木
・
土
曜
日
、
午
前
9
時
I

午
後
1
時
(
祝
日
を
除
く
)
　
場
所
―

足
立
区
薗
科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ

ー
　
対
象
―
区
内
在
住
の
1
8歳
未
満
で

軽
・
中
度
の
障
害
が
あ
る
方
/
診
療
場

所
ま
で
通
院
可
能
な
方
(
ご
家
族
の
同

伴
が
必
要
で
す
)

※
重
度
の
方
の
相

鮫
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

□
在
宅
高
齢
者
歯
科
診
療

歯
科
医
師
が
訪
問
し
て
診
療
を
行
い

ま
す
。　
日
時
=
火
曜
～
土
曜
日
(
日

時
は
亊
前
に
連
絡
し
ま
す
)
　
対
象
―

区
内
在
住
で
6
5歳
以
上
の
寝
た
き
り
の

方
/
在
宅
で
介
護
者
の
い
る
方

※
申

し
込
み
受
け
付
け
後
、
本
人
の
健
康
状

舳一や
歯
の
状
胆
な
ど
の
事
前
調
査
を
行

う
た
め
、
診
療
閲
始
ま
で
に
あ
る
程
一

の
日
数
が
か
か
り
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
-

申
込
日
時
=
毎
週
火
曜
1
土
曜
日
、午

前
9
時
3
0
分
～
正
午
、午
後
1
時
～
3

時
3
0分
(
祝
日
を
除
く
)
　
費
用
―
保
険

診
療
　
申
込
=
一
括
　
申
・
問
先
=
足

立
区
歯
科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
8
2
)
3
8
8
2

F
A
X
(
3
8
8
2
)
6
2
0
3

来
春
4
月
入
園
　保
育
園
児
募
集

受
付
期
間
=
1
2月
1
日
恚
扣
日
(
申
請
S

は
1
1月
2
4日
か
ら
配
布
)
　
受
付
場

所
l
住
所
地
を
管
轄
す
る
福
祉
事
務
所

申
請
に
必
要
な
も
の
1
6
年
度
分
住
民

税
額
が
わ
か
る
も
の
(
納
税
通
知
S
・

特
別
徴
収
税
額
通
知
S
・
課
税
証
明
窓

の
い
ず
れ
か
)
/
5
年
分
所
得
税
額
が

わ
か
る
も
の
(
源
泉
徴
収
票
、
ま
た
は

確
定
申
告
一
控
)
6
年
分
所
得
税
が
確

定
し
だ
い
、6
年
分
の
も
の
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
/
6
年
度
固
定
資
産

税
を
証
明
す
る
S
頬
(
課
税
さ
れ
て
い

る
方
の
み
)
/
印
か
ん
　
※
一
部
の
保

育
園
で
、
産
休
明
け
か
ら
O
歳
児
保
育

を
行
っ
て
い
ま
す
　
問
先
=
各
福
祉
事

務
所
(
下
表
)

福祉事務所一覧表

保 育 園 一 覧 ( 7. 4. 1 現在)

[ 注] 0 歳児保育は、産休明けからと6 ヵ月から の保育園があります。 ★印は、延長保育実施園…主に母親の就労時間等の都合で、保育時 間を午後7 時まで延長。ただし、1 歳6 カ月以 上の児童が
対象。付加保育料がかかります。　(私)印は、私立保育 園。
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健康カレンダー 12月の予定
●
精
神
保
健
講
演
会
●

お
酒
の
飲
み
方
マ
ニ
ュ
ア
ル

忘
年
会
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。飲
み
過

ぎ
・
飲
ま
せ
過
ぎ
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、一

緒
に
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。　
日
時
0
1
2

月
6
日
(
火
)
、午
後
2
時
～
4
時
　
講

師
1
木
村
武
登
氏
(
成
増
厚
生
病
院
精

神
科
医
師
)
　
定
員
よ
`
人
　
費
用
=

無
料
　
申
込
=
電
話
　
場
・
申
・
問
先

―
足
立
保
健
所

a
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

ま
ち
も
元
気
　
わ
た
し
も
元
気

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

パ
ネ
ル
展
示
や
計
測
、
健
康
相
談
、
血

液
・
尿
な
ど
の
検
査
を
行
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、

生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　
日

時
凡
に
月
1
1
日
(
日
)
、午
後
1
時
～
3

時
　
場
所
―
保
塚
住
区
セ
ン
タ
ー
　
費

用
=
無
料
　
申
込
―
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
―
足
立
保
健
所

a
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

≪
家

庭

看

護

教

室
≫

広
げ
よ
う
　人
に
や
さ
し
い
心
の
輪

日
程
等
=
上
表
　
対
象
=
病
人
や
高
齢

者
と
生
活
し
て
い
る
方
/
看
護
や
介
護

方
法
を
学
び
た
い
方
　
講
師
―
医
師
・

理
学
療
法
士
・
栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士

・
保
健
婦
　
定
員
=
2
0人
(
先
着
順
)
　

費
用
g
無
料
　
場
・
申
・
問
先
=
千
住

保
健
所

丹一
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

家庭看護教室日程

※ 時間=午前10時～11時45分( 最終回のみ午後1時30分～3時30分)

講
演
会
　潰
瘍
性
大
腸
炎

潰
瘍
性
大
腸
炎
の
治
療
と
経
過
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。
質
問
も
お
受
け
し

ま
す
。　
日
時
幺
に
月
1
4日
(
水
)
、午

後
2
時
～
4
時
　
対
象
=
潰
瘍
性
大
腸

炎
の
方
と
そ
の
家
族
　
費
用
=
無
料
　

講
師
―
斉
藤
幸
夫
氏
(
東
京
大
学
訶
院

篥
一
外
科
医
師
)
　
申
込
g
電
話
　
場

・
申
・
問
先
=
江
北
保
健
相
談
所

`
一
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

健康あ・ら・かると

あ
な
た
の

ま
ち

の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

「
ふ
と
る
は
簡
単
、

や
せ
る
は
大
変

」

つ
い
、
あ
き
ら
め
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。

で
も
、
体
の
こ
と
は

気
に
な
る
し
…
……

そ
ん
な
A
さ
ん
の
お

話
で
す
。

「
え
つ

」
ヘ
ル

ス
メ
ー
タ
ー
に
の
っ

た
と
た
ん
、
A
さ
ん

は
び
っ
く
り
。

「
昨
年
の
健
康
診
査
の
時
よ
り
体
重

が
3

㎏
も
増
え
て
い
る

・
自
分
で

は
、
少
し
お
腹
の
あ
た
り
が
き
つ
く

な
っ
た
か
と
思
っ
て
い
た
く
ら
い
な

の
に
・・・
」
そ
し
て
検
査
の
結
果
を
見

て
更
に
ガ
ッ
ク
リ
き
ま
し
た

。
血
圧

は
少
し
高
め

。

血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も

。

や
や
高
め

。
こ
ん
な
結
果
は

、
は
じ

め
て
で
す

。
ど
う
し
よ
う
か
と
気
に

し
て
い
た
と
こ
ろ

、
あ
だ
ち
広
報
に
　

「
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
」
が
載
っ
て
い

ま
し
た

。
不
安
を
感
じ
な
が
ら
出
か

け
て
み
る
と

、
自
分
と
似
た
よ
う
な

悩
み
を
か
か
え
た
人
と
い
っ
し
ょ
の

楽
し
い
教
室
で
し
た

。
歩
数
計
を
借

り
て
つ
け
た
と
こ
ろ

、
自
分
で
は
歩

い
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
に
1

日

に
5

千
歩
し
か
い
き
ま
せ
ん

。
消
費

エ
ネ
ル

ギ
ー
も
、
た
っ
た
の
1
6
0キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
。
こ
れ
は
ご
飯
1

杯
ま
た

は
ビ
ー
ル
小
び
ん
1

本
と
同
じ
位
の

エ
ネ
ル

ギ
ー
と
聞
い
て

驚
き
ま
し

た

。「
食
べ
る
の
は
簡
単
な
の
に

」と
、

し
み
じ
み
思
い
ま
し
た

。

ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
で
も
ら
っ
た
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
は
、
そ
の
人
の

好
み
や
歩
き
た
い
量
に
よ
り
、
い
ろ

い
ろ
な
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
お
寺

の
好
き
な
A
さ
ん
は
。「
寺
社
め
ぐ
り

コ
ー
ス
」
を
選
び
ま
し
た
。
友
達
を

誘
っ
て
、
実
際
に
歩
い
て
み
る
と
、

約
4
0分
で
5
千
歩
で
し
た
。
爽
快
感

が
あ
り
、
気
持
ち
良
く
汗
を
か
き
ま

し
た
。
自
分
用
の
お
気
に
入
り
の
コ

ー
ス
も
作
り
、
歩
い
て
み
よ
う
と
思

つ
て
い
ま
す
。

ほ
ん
の
少
し
、

ス
カ
ー
ト
の
ウ

エ
ス
ト
が
ゆ
る
く
な
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

保
健
所
・
保
健
相
談
所
で
閧
催
し

て
い
る
「
食
と
健
康
教
室
」
で
は
、

食
べ
る
こ
と
・
勳
く
こ
と
の
両
方
を

取
り
入
れ
た
ダ
イ
エ
ッ
ト
等
を
テ
ー

マ
に
、学
び
実
践
し
合
つ
て
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
も
好
評
で

す
。
楽
し
み
な
が
ら
あ
な
た
の
ま
ち

を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
'
・ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
マ
ッ
プ
は
保
健
所
、
保
健
相
談

所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

≪
保
健
相
談
所
・
管
理
栄
養
士
≫

1
2月
の
献
血

日
時
等
=
下
表
　
時
間
―
い
ず
れ
も
午

前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
午
後
1
2
時
3
0
分
～

3
時
3
0分
　
問
先
=
葛
飾
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー

昔
(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

魯
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

掲
示
板

□
平
成
7
年
統
一
地
方
選
挙
の
標
語
募

集
　

都
知
事
・
区
市
町
村
長
・
区
市
町

村
議
貝
選
挙
で
共
通
に
使
用
で
き
る
標

語
等
/
2
0
字
以
内
/

自
作
で
未
発
表
の

も
の
/
(

ガ
キ
・
F
A
X
1

枚
に
1

作

品
/

住
所

、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
年
齢
、

性
別

、
職
業
(
学
校
名
、
学
年
)
、
電
話

番
号
を
明
記
/
1
2
月
2
0
日
必
着
/

都
・

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
選
挙
課

〒
1
6
3
1
0
1

新
宿
区
西
新
宿
2
-
8
1
1

豐
(
5
3
2
0
)
6
9
1
2

F
A
χ
(
5
3
8
8
)
1
7
5
0

□
水
上
バ
ス
の
運
休
　

千
住
発
着
場
を

通
る
東
京
水
辺
ラ
イ
ン
の
水
上
バ
ス

は
、
毎
週
月
曜
日
が
運
休
に
な
り
ま
し

た
/
助
東
京
都
水
辺
公
社

昔
(
5
6
0
8
)
8
8
6
9

□
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
特
別
電
話
相
談
　

H
月
2
8
日
1
3
0
日
、午
前
9
時
～
午
後

8
時
/
「
わ
が
ま
ま
で
困
る

」
「
友
達
が

で
き
な
い

」
な
ど
の
子
供
に
関
す
る
悩

み
に

、
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
相
談
を
受

け
ま
す
/

こ
の
期
間
以
外
は

、
午
後
5

時
ま
で
(
月
～
金
曜
日
)
/

都
・
児
童
相

談
セ
ン
タ
ー

豐
(
3
2
0
2
)
4
1
5
2

□
短
期
講
習
「2
級
自
動
車
整
備
士
(
ガ

ソ
リ
ン
)
学
科
受
験
対
策
」科
　
7
年
2

月
3
日
～
1
7
日
の
う
ち
5
日
間
、午
後

6
時
～
9
時
1
0
分
/
2
級
自
動
車
整
備

士
(
ガ
ソ
リ
ン
)
学
科
を
受
験
す
る
在
職

者
/
4
0
人
(
抽
選
)
/

千
5
0
0円/
1
2
月
5

日
、
午
後
6

時
ま
で
に
直
接
窓
口
で

申

し
込
み
/

都
立
足
立
高
等
職
業
技
術
専

門
校
9
3
6
0
5
)
6
1
4
8

□
少
年
相
談
所
開
設
　
H
月
2
5日
～
2
7

日
、
午
前
1
0時
～
午
後
5
時
/
東
急
百

貨
店
吉
祥
寺
店
―
階
/
「
い
じ
め
」「
盗

み

」な
ど
子
供
に
関
す
る
相
鮫
全
般
/

希
望
に
よ
り
専
門
の
相
談
員
が
心
理
テ

ス
ト
も
行
い
ま
す
/
無
料
/
警
視
庁
少

年
相
談
室

昔
(
3
5
8
1
)
4
3
2
1

□
人
権
週
間
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
子
ど
も

の
人
権
を
守
ろ
う
」　
1
2月
1
0日

( 土 )

丶

午
後
1
時
3
0分
～
4
時
3
0分
/
日
本
教

育
会
館
一
ツ
襦
ホ
ー
ル
(
九
段
下
駅
徒

歩
5
分
)
/

瞋
大
(
先
着
順
)
/
無
料
/
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
/
法
務

省
人
檣
擁
護
局
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
係

〒
1
0
0

千
代
田
区
霞
ヶ
関
1
1
1
-
1

a
(
3
5
8
0
)
4
1
1
1

□
家
内
労
働
者
・
個
人
事
業
主
の
た
め

の
傷
病
共
済
制
度
　
専
業
的
家
内
労
働

者
と
そ
の
家
族
従
業
者
/
従
業
員
4
人

以
下
の
製
造
業
お
よ
び
製
造
小
売
業
を

営
む
個
人
事
業
主
と
そ
の
家
族
従
業
者
/

通
院
・
自
宅
療
養
の
場
合
で
も
、
入

院
と
同
様
に
共
済
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
/

嬲
東
京
都
動
労
福
祉
協
会

昔
(
3
2
6
8
)
7
9
5
1

ま
た
は
労
働
経
済
局
労
働
福
祉
課

a
(
5
3
2
0
)
4
6
5
4

□「
都
民
劇
場
」会
員
募
集
　
演
劇
や
音

楽
を
安
い
会
費
で
鑑
賞
で
き
る
団
体
で

す
/
入
会
金
千
円
/
案
内一
(
無
料
)
は

電
話
で
請
求
/
則
都
民
劇
場

登
(
3
2
8
9
)
4
6
2
1
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聞こえ
るよ
潮
騒の
音

房
総
半
島

あ

だ
ち

の

2
つ
の
学
園

青 い 空 ・青い 海・緑 の 山 々

自 然の中で伸び伸びと
上 総 湊 健 康 学 園

東
京
か
ら
I
`
申
に
乗
り
、
南
房
総
方

圜
へ
向
か
い
2

時
間
も

す
る
と
、
そ
こ

は
も
う
厩
と
山
が
広
が
る
上
総
湊
。
こ

こ
に
。
足
立
区
で

唯
一
の
全
寮
制
の
区

立
小
学
校
「
上
総
湊
健
康
学
圃
」
♀

葉

県
u
r
n

湊
m
)

か
あ
り
ま
す
。

こ
の

学
園
は
、
ぜ
ん

息
、
肥
満
、
偏

食
等
の
児
童
が
、
規
則
正
し
い
集
団
生

活
を
通
し
て
健
康
回
復
を
図
り
な
が
ら

学
力
を
つ
け
る
と
い
う
目
的
で
、
昭
和
2
5

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
す
で
に
本

業
生
は

、
5
千
人
近
く
に
な
り
ま
す
。

現
在
唱
里
数
は
、
小
学
3
年
生
か
ら
6

年
生
ま
で
合
計
4
0
人
。
授
葉
内
容
は
、

区
内
の

小
学
校
と
全
く
同
じ
。
少
人
数

教
育
の

た
め

、
】
人
ひ

と
り
の
個
性
を

十
分
伸

ば
す
教
育
が
な
さ

れ
て
い

ま

す
。寮

で
は
2
人
の

保
母
が
観
代
わ
り

と
な
り
、
生
活
の

指
導
、
世
話
な
ど

に
当
た
り
、
冢
族

の
ぶ
冫
な
雰
囲
気

の
中
で
共
同
生
活

を
送
っ
て
い
ま

す
。ま

た
卿
気
に
な

っ
た
と
き
に
備
え

て
S
謖
婦
が
常
畦

し
て
い
ま
す
。

入
園
児
童
募
集

上
総
冊
鴎
康
学
園
で
は
、
平
成
7

年

度
入
園
児
童
を
募
集
し
ま
す
。腎
い
縣
、

美
し
い
緑
、
そ
し
て
澄
ん
だ
空
気
の
中

で
健
康
回
復
を
は
か
っ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

対
象
―
小
学
3

年
生
か

ら
6

年
生
で

貮
に
骸
当
す
る
児
童
。
ぜ

ん
息
/

肥
満
/

偏
食
/

虚
弱

賀
用
1

月
額
約
2
万
円
(
食
甲
代
・
教
材
費
等
)

※
ご
家
庭
の

事
情
に
よ
り
減
額
・
免

除

の
制
度
が
あ
り
ま
す

申
込
l
現
在
通

掌
し
て
い
る
学
校
の
廻
任
・
養
霞
の
先

生
に
こ
相
談
く
だ
さ
い

期
限
=
平

成
7

年
2
月
1
0貝

金
)

問
先
1

千
住
本

庁
舎
・
校
外
学
園
係

霓
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

学 園 の 一 日 ( 月曜 ～金曜日)

学 園 の 風
景

そ の1　

み ん な乗 れ る よ
輪 車

こ の学 圃の 自 侵は 、 ほ・と んど の
みん ながな一輪 皐に 乗 れ るこ と。

f擴 た とき は梟 れ な か った んだ
け ど、 み んな でが ん ぱり はけ まし

色って い るう ちに 乗 れ るよう に な
った」 と いう 子も 。 いろ い ろ な披

を クリ ア ーす る たぴ にr 段j が与
え ら れま す。 そし て そ の頂 点に 遭

し た子 が な れる のが「一 輪 卑名 人」
みん な 名人 に なれ るよ う 賢 晋に

は けん で いま す。

盛 り だ く さ ん の 行 事

▲ 運 動 会 <5 月> 田 植 え
<4 月> 園外 学 習( び わの 袋か け)

楽
し

さ

い

っ

ぱ

い
の

行

事

<
9
月
>
稲
刈
り

<
6
月
>

園
外
学
習
(
写
生
会
)

<
7
月
>

す
い
か
割
り

<
9
月
>

つ
り
大
会

学 園 の 風 景 その2

手 作 り の運 動 会

今年 の 運 黯会 は 、企 画 やチ ー ム

分 け など を 児童 が自 主 的 に 行い ま
し た。

会 議を向 回 七)し 、い ろ んな 話し
合 い がなさ れま した 。 と きに は梟9

駟1す るこ と も。
そ のか いあ っ て10月16 日、 邃I S

僉 はご爬武 功 のう ちに 幕 を 閉じ まし

た 。「 たの し か った ー」と みん な の

声 。 ヤ ッタ ネ!

児 童 の 声

上
総
湊
健
康
学
園
文
集

「
お
も
い
で
」
1
9
9
4
か
ら

(
抜

粋
)

扈

は

鬻

に

、い

た

ご
ろ

、

ぜ

ん

そ

く

の

発

雁

が

多

く
i

ど
。ん

ど

毎

ぼ
ヽ

薬

を

飲

ん

で

治

し

て

い

ま
し

た

。

決
心
し
て
'
お
孥
菌
に
来
ま
し
た
。

は
じ
め
、
さ
み
し
く
て
泣
く
こ
と
や
ぜ

ん
そ
く
の
発
作
も
向
回
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
を
は
げ
ま
し
て
く
れ
た
の
は

学
園
の
み
ん
な
で
七
へ
1ヵ
月
位
た

々
恋
は
1
戈
霖
逵
-
1

な
く
な
夊
て
桑
し
く
学
園
で
過
ご
じ
ま

し
た
J
汳
遠
も
い
り
ぱ
い
で
き
ま
し
だ
。

よ
く
い

1つ
し
J
に
遊
ん
だ
り
悩
み
事
も

関
卜
で
笳
れ
勿
り
じ
て
本
召
£
う
れ
し
　

゛
'
・
'
″
一
・
・
一
一
‘
`
一
ゝ
‘
`
・

か

っ

た

で

ず

。
ご
匸

、『

r
一
・
″
`
『

『
そ

し

て

、。
。騫

亰
で

も

み

ん

な

に

や

さ

し

く
し

て

あ

げ

た
い

と

思

い

ま

す

。

『
※
'

。χ

学
園
に
来
た
卿
は
、
ぼ
く
は
は
じ
め

は
t
』
く
い
や
だ
っ
た
け
ど
だ
ん
だ
ん

す

き

に

な

っ
て

き

ま
し

た

。

」
だ
く
さ
ん
の
溟
だ
翫
収
y
i
。
叫

毆
汁
諮
阡

d
H
E
ド
ト

員
茴
燹～
I

h
螳
ぷ
訌
闘
頡

以

諮

ド

癸

琶

冫

ご

齔

。

に
は
け
ん
か
も
I

る
1

、
t
ぐ
仲
直

。
H
E
J

は
F
L

ん
あ
り
ま
す
。
つ
り
大
会
、
冬
の
集
い
、
'

膕

礁
n
H
H

き
で
す
。

・

ビ

自
然
の
中
の
教
室
で

(仮称
)鋸

南
自
然
の
家

平 成7 年7 月 オ ー プ ン

南
房
総
の
鋸
剛
町
、
J
R

内
房
練
保

田
駅
か
ら
1
5
分
ほ
ど
歩
い
た
所
に
足
立

区
立
鴎
耀
施
設
「
(
仮
祢
)
鋸
南
自
然
の

冢
」
(
千
葉
県
安
房
郡
鋸
南
町

穴
畷
一
一

宇
天
王
川
)

を
閲
設
し
ま
す
。

こ
の
施
設
は

、
児
童
か
豊
か
な
自
然

環
塊
の
も
と
で

、
集
団
宿
泊
生
活
を
通

し
て
自
然
や
人
間
的
な
ふ
れ
あ
い
を
探

め
る
こ

と
岑
皀
的
と
し
て
い

ま
す
。
ま

た
自
分
た
ち
の
庄
ん
で
い
る
ま
ち
と
違

っ
た
土

地
に
行
き
。
そ
の
ま
ち

を
知
る

こ
と
も
責
霙
な
経
験
と
な
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

利
用
=
小
李
生
の
自
然
教
寨
お
よ
び
臨

誨
学
園

※
学
校
か
利
用
し
な
い
期
閥

は
一
般
鬨
放
し
ま
す
。

圏
施
般
概
要

敷
旭
面
積
∬
約
9
万
3
0
0
0

。
S

建
物
I

地
下
―

階
、
地
上
4

階
。
眺
め

の
良
い
俣
人

収
容
の
食
堂
、
研
修
室
、

宿
泊
室
、
雨
天
時
に
は
集
会
に
も
利

用
で

き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ

ー

ル

等
が
あ
り
ま
す
。

飃
外
l

広
々
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
に
キ
ャ

ン
ブ
フ
ァ
イ
ア
場
、テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、

多
目

的
グ
ラ
ン
ド
等
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ジ
・
ヨ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
や
展
望

台
、
野
外
李
習
棟
な
ど
を
段
け
、
自

然
教
室
の
現
地
学
習
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
先
1
千
住
本
庁
合
・
佼
外
施
設
建
-
設

計
圃

霓
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

▲
工

事
も
順
調
に

進
ん
で
い
ま
す

近
く
を
流
れ
る
保
田
川
。

錦
ゴ
イ
が
榿
匹
の
子
供
た

ち
に
よ
り
放
流
さ
れ
て
い

ま
す

こ
の
施
設
の
あ
る
鋸
南
町
は
、
6
つ
の

潭
水
浴
鳩

や

そ
の
名
の
通
り
ギ
ザ
ギ
ザ
し
た
形
が
印

象
的
な

呎
d

な
ど
が
あ
り
。
自
然
に
大

変
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
。
日
本
一
の
大
仏
が
あ
る
『
日

本
寺
』
や

こ
の
地
で
生
ま
れ
た

菱
川
師
竄
を
記
念
し
た
「
菱
川

師
竄
記
念
館
」
な
ど
も
あ
り
、
歴
史
や
文
化
に
も
触

れ
ら

れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

平成6 年 度

青少 年 健全
育 成 絵 画

コ ン ク ー ル

入 賞 者

今
年
は
国
際
家
族
年
。
家
族
や
地
域

の
人
々
の
ふ
れ
あ
い
に
つ
い
て

考
え
て

い
こ
冫

と
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。
テ

ー
マ
は
「
地
域
の
行
事
と
遇
び
」。

桑
し
い

作
品
が
小
学
生
4
千
Ⅲ
点
、

中
学
生
細
点
、
合
計
4

千
嵋
点
集
ま
り
、

次
の
と
お
り

入
賞
者
が
決
ま

り
ま
し

た
。
(

取

称
賂
)

・

小
学
生
低
学
年
の
部

燬

優
秀
貢
―

吉
岡
愛
(
弥
生
小
2

年
)

優
秀
貢
―
秋

生
宗
範
(
千
寿
第
二
小
3

年
)
、
粂
哲

雄
(

同
)
、
西
野
祐
貴
(
千
寿
第
五
小
1

年
)
、

喫
山
裕
紀
子
(
弥
生
小
2

年
)
、外
山

珠

帆
(
綾
瀬
小
3
年
)
、
大
靨

届
{
渕
江
小
3

年
}

一

小
学
生
高
学
年
の
郎

最
優
秀
賞
―

米
光
香
織
(
柴
原
小
6

年
)

優
秀
賞
=

藤
澤
友
美
子
(
酉
新
井

第
二
小
5

年
)
、

天
田
静
子
(
梅
島
小
6

思

、太
田

郁
子
(

同
)
、
森
谷
恭
子
(
同
)
、
三
盃
亜

奥
(
東

淵
江
小
4

年
)
、北
田
小

太
郎
(
花
保
小
6

年
)
、
山
元
理
砂
子
(
同
)
、
田

中
麻
友

(
渕
江
小
6

年
)

一

中
学
生
の
郎

一

優
秀
賁
―

安
腰
痛

浩
(
第
一
中
2

年
)

優
秀
賞
I

中
根
崇

嘉
(
第
二
中
2

年
)
、田
中
み
ど
り
(
蓆
原

中
2

年
)
、
土
田

佳

苗
(
西

新
井

中
1

芒

。
北
岡

優
貮
(
伊
具
中
1

年
)

そ
の
ほ
か

僅
作
7
0
点
、
努
力
賞
9
2点

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
貫
・
慶
秀
賞
の
作
品
は
、
平

既
7

年
版
『
す
'
』
や
か
カ
レ
ン
ダ
ー
」

に
掲
載
し

ま
す
。
区
内
小
中
学
校
の
各

学
級
、
公
共

施
般
に
掲
示
い
た
し
ま
す

の
で

、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

A
斉
少
年
課
調
整
係
V

小 学 生 低 学 年 の 部 最 優 秀 賞

「プールから見た景色」 吉岡　 愛さん

小 学 生 高 学 年 の 部 最優 秀 賞

「鹿 浜 の 獅子 舞」 米光　香織さん

中宇 生 の 部 最優 秀賞

「子ど も みこし」 安藤　嘉浩君
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千住 本庁 舎へのお問い 合わせは … …

3882- 1111(代)
千住 本庁 舎以 外への お問い 合わ せは

それ ぞれの 電話 番号へ。

福

祉

お
持
ち
で
す
か

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳

□
身
体
障
害
者
手
帳

体
の
不
自
由
な
方
が
、
各
種
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手

帳
で
す
。障
害
(
視
覚
、聴
覚
、平
衡
機

能
、音
声
、言
語
、そ
し
ゃ
く
機
能
、

肢
体
不
自
由
、心
臓
。じ
ん
臓
、呼
吸

器
、ぼ
う
こ
う
ま
た
は
直
腸
、小
腸
機

能
)
の
程
度
に
よ
り
、I
～
6
級
の
等

級
が
あ
り
ま
す
。
手
帳
の
交
付
に
必
要

な
診
断
魯
(
各
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま

す
)
の
費
用
の
う
ち
一
部
(
内
部
障
害
は
3

千
円
、
そ
の
他
の
障
害
は
2
千
円
が

限
度
)
を
区
が
補
助
し
ま
す
。
な
お
、

手
帳
取
得
後
は
、
禰
装
具
、
日
常
生
活

用
具
等
の
給
付
の
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。　
申
・
問
先
=
各
福
祉
事
務

所
(
表
―
)

□
愛
の
手
帳

知
的
障
害
者
(
児
)
の
方
が
各
種
の
援

護
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手
帳
で

す
。
障
害
の
程
度
に
よ
り
1
～
4
度
の

等
級
が
あ
り
ま
す
。　
申
・
問
先
=
1
8

歳
以
上
の
方
…
都
・
心
身
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー

さ
(
3
2
0
3
)
6
1
4
1
1
8

歳
未
満
の
方
…
都
・
足
立
児
童
相
談

所

き
(
3
8
5
4
)
1
1
8
1

※
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、次
の
方
は
、

福
祉
事
務
所
へ
必
ず
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。　
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
/

氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
/
死
亡
し
た
と

き
/
手
帳
を
紛
失
・
破
損
し
た
と
き
　

問
先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
―
)

表1　 福祉 事務 所一覧

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の

紹
介
展
を
開
催
し
ま
す

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

怏

氛

界

孫

春

磊

譬

上

の
虚
弱
な
方
や
痴
呆
の
あ
る
方
を
対
象

に
、
通
所
事
業
(
デ
ィ
ホ
ー
ム
・
機
能

訓
練
等
)
、短
期
入
所
事
業
(
介
護
者
の

方
が
、
休
養
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
一
時

的
に
介
護
で
き
な
い
と
き
代
わ
っ
て
お

世
話
す
る
も
の
)
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

介
護
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
を
2
4時

間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
今
回
、
高
齢

者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
広
く
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
紹
介
展
を
閧

催
し
ま
す
。ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
ム
に
月
8
・
9
・
1
0日
、
午
前
9

時
I
午
後
5
時
　
場
所
I
エ
ル
ーソ
フ

ィ
ア
　
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
高
齢
者

施
設
運
営
係

高 齢 者 在宅 サ ー ビ スセ ン ター ・ 扇

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

平
成
7
年
分
の
受
付
は

1
2月
1
日
か
ら
で
す

平
成
6
年
の
(
`
)
医
家
証
が
所
得
超

過
で
受
給
で
き
ず
、
7
年
か
ら
該
当
す

る
方
の
受
付
は
、
1
2月
1
日
か
ら
行
い

ま
す
。
　
申
請
=
①
印
か
ん
/
②
健
康

保
険
証
/
③
戸
籍
謄
本
/
④
6
年
1
月
2

日
以
降
足
立
区
に
転
入
さ
れ
た
方

は
、
1
月
1
日
の
住
所
地
発
行
の
6
年

度
所
得
証
明
(
5
年
分
児
童
手
当
用
)

を
持
参
　
※
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方
は
、
①
・
②
と
児
童
扶
養
手

当
証
が
あ
れ
ば
手
続
き
で
き
ま
す
。
平

成
7
年
分
の
医
療
証
は
1
2月
末
に
送
り

ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
　
問
先
1
千
佳
本
庁
舎
・

児
童
医
瘠一係

仕
事
・
経
営

ア
パ
レ
ル
講
習
会

「
中
国
縫
製
業
の
現
状
と

生
き
残
り
の
た
め
の
条
件
」

日
時
=
1
2
月
3
日
(
土
)
、
午
後
6
時
～

8
時
　
場
所
=
綾
瀬
ブ
ル
ミ
エ
　
対
象
l

縫
製
業
に
携
わ
る
方
　
講
師
=
池
田

光
宏
氏
(
㈱
や
よ
い
専
務
)
　
定
員
‥‥

4
0人
　
費
用
=
無
料
　
申
込
=
電
話
　

期
限
=
口一月
1
日
　
申
・
問
先
i
中
央

本
町
庁
舎
・
工
業
振
興
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

足 立 区
中小 企業 融資

年 内 貸 付 の お申し
込 み は お 早 め に

区
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
、
運
転
資
金
や
設
備
資
金
の
貸
付

あ
っ
せ
ん
(
あ
っ
せ
ん
利
率
4
.
0
%
)
を
行

っ
て
い
ま
す
。
年
内
に
貸
し
付
け
を
希

望
す
る
方
は
、
1
2月
7
日
ご
ろ
ま
で
に

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　
申
・

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
融
資
係

`
‘
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

税

金

特
別
区
民
税・
都
民
税

納
め
忘
れ
に
ご
用
心
を

平
威
6
年
度
3
期
以
前
の
特
別
区
民

税
・
都
民
税
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん

か
。
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
す
と
、
年
1
4

・
6
%
の
高
率
の
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
理
由
も
な
く
納
め
ま
せ

ん
と
、
財
産
の
差
し
押
え
な
ど
の
処
分

を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
事
情
が
あ
り
納
付
が

困
難
な
方
は
、
大
至
急
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
　
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
納
税

第
丁

二
係

さ
(
3
8
8
0
)
5
0
9
6

該
当
す
る
方
は
減
額
申
請
を

1
0月
か
ら
入
院
時
の
食
事
代
の

患
者
負
担
が
変
わ
り
ま
し
た

医
療
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
今

年
1
0月
1
日
か
ら
、「
入
院
中
の
食
事
に

係
る
負
担
」
を
医
療
機
閲
で
お
支
払
い

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

区
民
税
非
課
税
の
世
帯
で
国
保
加
入

者
の
方
は
国
保
課
で
、
e
老
人
保
健
法

該
当
者
の
方
は
高
齢
者
福
祉
課
で
、
そ

れ
ぞ
れ
欅
準
負
担
額
減
額
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
国
保
課
ま
た
は
高
齢
者

福
祉
課
発
行
の
「
減
額
認
定
証
」を
、
被

保
険
者
証
等
に
添
え
て
医
療
機
関
の
窓

口
に
捉
出
す
る
こ
と
に
よ
り
減
額
が
受

け
ら
れ
ま
す
(
下
表
)
。

※
③
に
該
当

す
る
方
で

、
す
で
に

「
入
院
時
一
部
負

担
金
減
額
認
定
証
」を
お
持
ち
の
方
は

、

本
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い

。
　

申
請
に
必
要
な
も
の
=

国
民
健
康
保
険
証

、世
帯
主
の
印
か
ん

、

老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
(

該
当
者
)

問
先
―
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方
・・・

中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
健
康
保
険
課
保

険
給
付
係

さ
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1
7
0

歳
以
上
の
方
…
千
住
本
庁
舎
・
高
齢

者
医
療
係

霓
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

入 院時 の 食事 費自 己負 担 額 ( 1日当たり)

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

安
全
で
快
適
な
道
路

環
境
を
つ
く
る
た
め
に

区
で
は
、
道
路
の
一
層
の
安
全
性
・

快
適
性
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

日
よ
け
・
看
板
の
突
き
出
し
。
自
転

車
や
バ
イ
ク
の
放
置
。
迷
惑
駐
車
。
さ

ら
に
は
、
切
り
下
げ
を
し
な
い
歩
道
へ

の
車
の
乗
り
入
れ
や
。ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、

街
路
樹
の
無
断
撤
去
。
敷
地
か
ら
の
草

木
の
は
み
出
し
、
土
砂
の
流
出
な
ど
、

一
部
の
心
な
い
人
た
ち
の
た
め
に
、
せ

っ
か
く
の
道
路
の
機
能
が
失
わ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

□
道
路
占
用
(
使
用
)
許
可
が
必
要
で
す

日
よ
け
や
突
き
出
し
看
板
、
ま
た
建

築
吁
為
等
の
と
き
の
足
場
・
仮
囲
い
の

設
置
に
は
、
道
路
占
用
(
使
用
)
許
可
が

必
要
で
す
。
一
定
の
基
摩
に
合
つ
た
も

の
に
限
り
、
区
や
響
察
の
許
可
を
受
け

て
占
用
(
使
用
)
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

□
自
費
工
事
承
認
が
必
要
で
す

駐
車
場
な
ど
に
乗
り
入
れ
る
際
の
L
型

溝
、
歩
道
の
切
り
下
げ
や
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
搬
去
等
に
つ
い
て
は
、
必
ず
事
前

に
相
談
し
、承
認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

□
屋
外
広
告
物
は
許
可
が
必
要
で
す

屋
外
広
告
物
を
掲
出
し
よ
う
と
す
る

と
き
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

広
告
物
を
道
路
上
(
上
空
を
含
む
)
に
掲

出
す
る
場
合
は
、
道
略
占
用
・
使
用
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
亭
前

に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
道

路
占
用
許
可
申
請
書
、
自
費
工
事
施
行

承
認
申
請
書
、
屋
外
広
告
物
許
可
申
請

用
紙
は
、
中
央
本
町
庁
舎
・
道
略
管
理

課
占
用
係
で
配
付
し
て
い
ま
す
　
問
先

―
中
央
本
町
庁
舎
・
道
路
管
理
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
3
1

ま
た
は
、
各
警
察
署
の
交
通
課
へ

千
住
警
察
署

豐
(
3
8
7
9
)
0
1
-
0

西
新
井
警
察
署

さ
(
3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
番
察
署

豐
(
3
6
2
0
)
0
1
-
0

選

挙
豆

知

識

身
体
が
不
自
由
な
方
の

た
め
の
郵
便
投
票
制
度

身
体
に
重
度
の
障
魯
が
あ
っ
て
投
票

所
へ
行
く
こ
と
が
困
雛
な
方
は
、
郵
便

に
よ
り
自
宅
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。　
対
象

a
ご
自
身
で
7

が
s
け
、次
の

ど
ち
ら
か
に
該

当
す
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
持

ち
、
両
下
肢
、
体
幹
・
移
動
機
能
の
障

害
程
度
が
1
級
、2
級
の
方
、ま
た
は
、

心
臓
、
じ
ん
臟
、
直
腸
、
小
腸
、
ぼ
う

こ
う
、
呼
吸
器
の
障
害
程
度
が
1
級
ま

た
は
3
級
の
方
/
②
戦
傷
病
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
郵
便
投

票
を
希
望
す
る
方
　
申
込
=
身

体
障
害
者
手
帳
を
持
参
の
上
、
本
人
ま

た
は
代
理
の
方
が
直
接
選
挙
管
理
委
貝

会
事
務
局
へ

※
手
帳
を
お
持
ち
の
場

合
で
も
、
都
知
事

の
証
明
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
、
郵

便
投
票
証
明
一
を

発
行
す
る
ま
で
に
2
ヵ
月
ぐ
ら
い
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
　
問
先
1
千

住
本
庁
舎
・
選
挙
管
理
委
貝
会
事
務
局
a
(
3
8
8
2
T
I
I
I

㈹
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生
活

環

境

都
営
住
宅
(
ポ
イ
ン
ト
方
式
・
単
身

・
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
等
)
入
居
者
募
集

募
集
期
間
・
申
込
用
紙
配
布
期
間
=
1
9
一

月
1
日
～
8
日
(
土
・
日
曜
日
を
除
く
)
　

申
し
込
み
で
き
る
方
=

ポ
イ
ン
ト
方
式

の
募
集
に
よ
る
住
宅
…
母
子

、高
齢
者
、

身
障
者
、
多
子
世
帯

、
車
い
す
使
用
者

世
帯
ほ
か
/

単
身
者
向
け
住
宅
・・・
男
性
6
0

歳
以
上

、
女
性
5
0
歳
以
上

、
身
体
障

害
者
手
帳
4
級
以
上
ほ
か
/

単
身
用
車

い
す
使
用
者
向
け
住
宅
・・・
身
体
障
害
者

手
帳
2

級
以
上
/

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
住
宅
:
6
5

歳
以
上
の
単
身
ま
た
は
2

人
世
帯

/
老
人
室
付
住
宅
・
:
6
0歳
以
上
の
方
の

い
る
5
人
以
上
の
世
帯
　
申
込
用
紙
(

申
込
の
し
お
り
)
配
布
場
所
=
千
住
本

庁
舎
・
住
宅
係
、
各
区
民
事
務
所
、
ま

ち
づ
く
り
公
社
、
庄
宅
供
給
公
社
西
新

井
営
業
所

※
申
込
資
格
な
ど
く
わ
し

く
は
、「
申
込
の
し
お
り
」を
ご
覧
く
だ

さ
い
　
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
住
宅
係

募
集
案
内
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

霖
(
5
3
2
0
)
7
8
2
0

住
居
表
示
板
の取

替
作
業
を
行
い
ま
す

区
で
は
。
町
名
街
区
板
と
、
各
建
物

に
取
り
付
け
て
あ
る
住
居
番
号
表
示
板
(

住
所
を
表
す
緑
色
の
プ
レ
ー
ト
)の
古

く
な
っ
た
も
の
、
破
損
し
た
も
の
の
取

替
作
業
を
行
い
ま
す
。
作
業
は
区
が
委

託
し
た
業
者
が
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。　
対
象
地
区
9

小
台
一
・
二
丁
目
、宮
城
7
二
丁
目
、

新
田
一
上
二
丁
目
、堀
之
内
一
・
二
丁

目
、鹿
浜
一
～
八
丁
目
　
問
先
=
中
央

本
町
庁
舎
・
住
居
表
示
担
当

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

年

金

年
金
受
給
者
の
方
へ
　
住
所
を
変
更

し
た
時
は
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

国
民
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
が

住
所
を
変
更
し
た
場
合
は
、「
年
金
受
給

者
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」
の
(
ガ

キ
を
社
会
保
険
事
務
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
(
あ
わ
せ
て
支
払
機
関
の
変
更

も
で
き
ま
す
)
。こ
の
提
出
を
忘
れ
ま
す

と
、年
金
関
係
の
S
類
が
、お
手
元
に
届

か
な
く
な
り
ま
す
。届
出
用
紙
(
(
ガ

キ
)
は
、社
会
保
険
事
務
所
、中
央
本
町

庁
舎
・
国
民
年
金
課
、
区
民
事
務
所
に

あ
り
ま
す
。な
お
、老
齢
福
祉
年
金
(
緑

色
の
手
帳
で
、
指
定
し
た
郵
便
局
の
窓

口
の
み
で
支
払
い
の
も
の
)
を
受
け
取

っ
て
い
る
方
の
場
合
は
、
年
金
証
書
と

印
か
ん
を
持
参
し
、
国
民
年
金
課
、
ま

た
は
区
民
事
務
所
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。　
問
先
1
中
央
本
町
庁
舎
・

給
付
係

さ
(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

老
後
の
備
え
に
国
民
年
金
を

2
0歳
(
学
生
も
含
む
)
か
ら
6
0歳
ま
で

の
方
は
、必
ず
国
民
年
金
、厚
生
年
金
、

共
済
年
金
の
い
ず
れ
か
の
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

□
加
入
　
ま
だ
年
金
に
加
入
し
て
い
な

い
方
、
会
社
を
や
め
て
厚
生
年
金
の
資

格
を
喪
失
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

方
。
自
営
業
者
に
な
っ
た
方
は
、
国
民

年
金
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

□
喪
失
　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た

方
が
、
会
社
な
ど
に
就
職
し
て
厚
生
年

金
等
に
加
入
し
た
時
は
、
変
更
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

□
第
3
号
被
保
険
者
　
厚
生
年
金
等
に

加
入
し
て
い
る
配
偶
者
の
扶
養
に
な
っ

た
方
は
、
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
国
民

年
金
第
3
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
適
用
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
=
1
2月
7
日
(
水
)
、午
前
1
0時
～

午
後
3
時
3
0分
　
場
所
―
中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
年
金
課
前
　
問
先
=
中
央
本

町
庁
舎
・
推
進
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

綾 瀬 川 ク リ ー ン
キ ャ ン ペ ー ン

ご 協 力
あ り がと うござい ました

昨
年
に
続
き
、2
回
目
の
「
綾
瀬

川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
1
0

月
2
3日
に
東
綾
瀬
公
園
で
行
い
、
約

4
千
瞋
人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
足
立
区
と
葛
飾
区
が

主
催
し
た
も
の

。水
と
緑
の
公
社
、建

設
省
、都
・
下
水
道
局
、東
京
商
工
会

議
所
(
足
立
・
葛
飾
支
部
)
お
よ
び
両

区
の
自
然
保
護
団
体
等
の
参
加
に
よ

り
、水
質
テ
ス
ト
、パ
ネ
ル
や
魚
の
展

示
、ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、竹
細
工
、金
魚

す
く
い
等
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は

親
子
連
れ
な
ど
の
大
勢
の
方
で
に
ぎ

わ
い
、秋
晴
れ
の
下
、楽
し
く
無
事
に

終
了
で
き
ま
し
た
。
綾
瀬
川
を
少
し

ず
つ
で
も
き
れ
い
に
し
て
い
く
た
め

に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
住
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

ご
協
力
が
必
要
で
す
。
毎
日
の
生
活

の
中
で
の
川
へ
の
配
慮
を
お
願
い
し

ま
す
。
　
　
　

≪
環
境
課
≫

こ
ん
な
に
集
ま
り
ま
し
た

「
緑
の
羽
根
募
金
」

[緑
の
羽
根
募
金

運
動
に
、

多
く
の
区
民
の
方
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
集
ま
り
ま
し
た
募
金
は
、
広

く
緑
を
増
や
す
こ
と
に
活
用
し
ま

す
。
今
後
と
も
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

募
金
額
a
1
4
0万7
5
8円　
問
先
=
千

住
本
庁
舎
・
緑
化
係

霓
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

水
と
緑
の
公
社

霤
(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当・
経
過

的
福
祉
手
当
の
手
当
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

6
年
1
0月
分
か
ら
、
特
別
障
害
者

手
当
が
月
額
2
万
6
千
5
0円
に
、
障

害
児
福
祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当

が
月
額
1
万
4
千
1
7
0円に
改
定
さ
れ

ま
し
た
。
1
0月
分
の
差
額
に
つ
い
て

は
、
1
2月
9
日
ご
ろ
振
り
込
み
ま
す
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
障
害
福
祉
係
B
(
"
8
8
2
T
I
I
I

㈹

ひ
ろ

ば

【
投
稿
規
程
】
サ
ー
ク
ル
情

報
、
催
し
物
な
ど
の
案
内
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
/
営
利
、

宗
教
、
政
治
目
的
の
も
の
、

会
費
が
月
額
4
千
円
を
超
え

る
も
の
、
投
稿
内
容
が
不
爾

な
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
/
1
団
体
1
事
業
/
3
ヵ
月
間
は
再
掲
載

不
可
/
原
稿
は
手
短
か
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
団
体

名
、
費
用
(
入
会
金
、
月
額
、
使
途
な
ど
)
を
明
記
し
て
、
郵
送
ま
た

は
持
参
/
採
否
は
連
絡
し
ま
せ
ん
/
掲
載
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
/

サ
ー
ク
ル
募
集
は
先
着
順
/
催
し
物
の
締
め
切
り
は
、
発
行
日
の
1
ヵ

月
前
　
投
稿
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
広
報
課

〒
1
2
0
千
住
1
-
4
-
1
8

昔
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

=
催
し
物
=

☆
ク
ロ
ー
バ
ー
ま
つ
り
　
H
月
2
7
日

(
日
)
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/
午
前
1
0
時

～
午
後
1
時
・
・
・
バ
ザ
ー
・
展
示
、午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
・
・
・
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
・
講
演
会
/

足
立
区
ろ
う
者
福
祉

推
進
合
同
委
員
会
・
佐
久
間

F
A
χ
(
3
8
8
5
)
4
5
8
5

☆
第
1
5
回
み
ん
な
の
街
の
ハ
ー
モ
ニ
カ

コ
ン
サ
ー
ト
　
1
2
月
3

日
(
土
)
、
午
前
1
0

時
間
演
/

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
(
入
場

無
料
)
/

足
立
(
I

モ
ニ
カ
サ
ー
ク
ル

・
蓮
沼

廿
(
3
8
8
8
)
6
3
7
3

☆
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
水
か
ら

の
速
達
」
鑑
賞
の
夕
ベ
　
1
9
1月
1
0
日
(

土
)
、
午
後
6

時
開
場
/

エ
ル

ー
ソ
フ

ィ
ア
(
入
場
無
料
)
/
映
画
を
鑑
賞
し
、

ゴ
ミ
と
水
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

す
/

剳
人
(
先
着
順
ン

往
復
(

ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
一

話
番
号
を
明
記
/
1
2

月
2
日
(
消
印
有
効
ン

足
立
地
球
の
会

・
寺
山
(
〒
1
2
1舎
人
5
1
2
5
-
2
3
)
S
(
3
8
9
7
)
5
8
2
4

☆
3

日
遅
れ
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
プ
レ

ゼ

ン
ト
「
さ
よ
な
ら
'
9
4・
年
忘
れ
手
話
講

演
」
　
ロ
ー月
2
7日
(
火
)
、
午
後
7

時
/

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
(
入
場
無
料
・
先
着

順
)
/

手
話
に
よ
る
漫
才
・
落
語
・
シ

ャ
ン
ソ
ン
/

往
復
(

ガ
キ
に

、
住
所
、

氏
名

、
電
話
番
号

、
人
数
を
明
記
(

返

信
用
に
は
ご
自
分
の
住
所
・
氏
名
を
記

入
の
こ
と
)
/

瀬
戸
山
(

〒
a

千
住
東
2
1
2
1
-
1
-
5
0
1
)

昔
(
3
8
7
0
)
2
4
5
9

☆
有
料
老
人
ホ
ー
ム
相
談
等
(

サ
ン
・

老
人
福
祉
会
)
　

有
料
老
人
ホ
ー
ム
に

つ
い
て
の
勉
強
会
へ
の
講
師
派
遣
(
2

～
3

人
単
位
か
ら
)

個
人
面
談
/

派
遣

は
無
料
(
交
通
費
等
の
実
費
負
担
有
ン

奧
田
(
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
中
)

讐
(
3
6
0
5
)
6
8
9
6

=
募

集
=

☆
A
P
O

ク
ラ
ブ
　
毎
月
1

回
、
日
曜

日
/

東
京
周
辺
日
帰
り
(

イ
キ
ン
グ
/

入
会
金
無
料

月
額
5
0
0円
/

封
書
で
資

料
請
求
/
川
口
(

〒
1
2
1梅
島
3
-
1
2
1

召
a
(
3
8
8
0
)
8
9
3
0

☆
五
色
桜
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
会
　

発
足

に
あ
た
り
会
員
を
募
集
し
ま
す
/
毎
月

第
1
～
4
土
曜
日
、午
後
6
時
3
0
分
～

8
時
3
0分
/
江
北
小
学
校
体
育
館
/
月

額
5
0
0円/
ゴ
ム
底
の
室
内
ば
き
持
参
/

島
村

昔
(
3
8
9
8
)
7
3
5
7

☆
句
誌
雪
加
会
員
　
毎
月
第
3
土
曜
日

午
後
句
会
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/
毎
月
2
0

日
締
切
五
句
投
稿
/
初
心
者
添
削
/

月
額
5
0
0円/
阿
部

昔
(
3
8
8
4
)
8
4
3
8

☆
中
国
語
(
サ
ー
ク
ル
足
立
)
　
①
竹
の

塚
セ
ン
タ
ー
/
毎
週
土
曜
日
、午
後
2

時
～
3
時
3
0
分
(
初
級
)
、午
唆
3
時
3
0

分
～
5
時
(
中
級
)

②
鹿
浜
セ
ン
タ
ー
/

毎
週
金
曜
日
、
午
後
7
時
～
9
時

③
綾
瀬
東
口
会
場
/
毎
週
金
曜
日
、午

後
6
時
～
8
時
木
村

豐
(
3
8
5
9
)
9
7
4
9

☆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
　
毎
週
金

曜
日
、
午
後
7
時
4
5分
～
9
時
1
5分
/

青
年
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
2
千
円
、
月

額
3
千
円
/
山
崎

眥
(
3
8
6
0
)
7
3
3
0
(
夜
間
)

☆
イ
ン
テ
グ
ラ
ヨ
ー
ガ
　
毎
週
金
曜

日
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
/
う
き
う

き
館
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2
千
湎
円
/

萩
原

・
。(
3
8
8
5
)
5
3
8
6

☆
女
性
合
唱
コ
ー
ル
い
ず
み
　
毎
週
金

雕
日
、
午
前
1
0時
～
正
午
/
青
年
セ
ン

タ
ー
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2
千
円
/

古
田
a
(
3
6
0
5
)
2
9
3
8

☆
テ
ニ
ス
同
好
会
　
毎
週
日
曜
日
、午

前
1
0
時
～
正
午
/
区
立
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

使
用
/
男
女
経
験
不
問
/
コ
ー
ト
使
用

料
の
み
参
加
者
で
均
等
負
担
/
広
沢

昔
(
3
8
9
6
)
5
9
4
8
(
夜
間
)

☆
パ
ス
テ
ル
画
(
虹
の
会
)
　
毎
週
火
曜

日
、
午
浚
1
時
I
3
時
/
中
央
本
町
セ

ン
タ
ー
/
月
額
2
千
迦
円
/
初
心
者
歓

迎
/
上
原

き
(
3
8
8
7
)
5
0
2
3

☆
手
編
み
サ
ー
ク
ル
(
ニ
ッ
テ
ィ
ン
グ

ク
ラ
ブ
)
　
月
3
回
水
曜
日
、午
後
7
時

～
9
時
/
伊
興
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
千

円
、
月
額
3
千
5
0
0円/
池
田

?
3
8
5
3
)
6
2
4
7

☆
愛
恵
ま
ち
づ
く
り
心
の
会
　
毎
週
金

曜
日
、
午
前
1
0時
～
午
後
5
時
/
関
原

の
森
・
愛
恵
ま
ち
づ
く
り
記
念
館
で
、

読
S
、
座
談
会
、
英
会
話
を
通
し
て
と

も
に
学
び
合
う
会
合
で
す
(
無
料
)
。
愛

惠
学
園
の
卒
園
者
や
地
域
の
方
々
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で

も
直
接
会
場
へ
自
由
に
お
越
し
く
だ
さ

い
/
大
橋

昔
(
3
8
5
6
)
3
2
5
9
(
夜
間
)

☆
く
り
し
ま
ク
ラ
ブ
(
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
)
　

毎
週
土
曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
/
主

婦
の
方
対
象
/
粟
島
中
学
校
/
月
額
千

円
/
鈴
木

さ
(
3
8
8
6
)
5
7
1
2

☆
中
国
語
サ
ー
ク
ル
(
太
極
拳
)
　
月
4

回
(
月
曝
日
3
回
、土
曜
日
1
回
)
。午

後
7
時
～
9
時
/
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
/

入
会
金
3
千
円
、
月
額
3
千
円
/
2
1世

紀
は
ア
ジ
ア
の
時
代
。
あ
な
た
も
中
国

語
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
/

大
槻

豐
(
3
8
4
旦
5
3
5
4

☆
話
し
方
(
梅
島
サ
ー
ク
ル
)
　
毎
週
火

曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
/
エ
ル
ー
ソ

フ
ィ
ア
/
入
会
金
千
円
。月
額
千
沺
円

/
田
中
`
‘
(
3
8
5
9
)
2
4
4
3

☆
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
　
毎
月

2
回
(
水
曜
日
)
、午
前
1
0
時
3
0
分
～
午

後
O
時
3
0
分
、午
後
6
時
3
0
分
～
9
時

/
区
内
施
設
利
用
/
月
額
千
5
0
0円(
材

料
費
は
別
ン
三
輪

昔
(
3
2
1
9
)
0
6
0
6

☆
同
好
会
「
編
み
物
教
室
(
手
編
み
)
」　

毎
月
第
2
・
4
木
曜
日
、
午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
3
0分
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/

月
額
2
千
円
/
野
村

さ
(
3
8
8
3
)
5
3
5
2
(

夜
間
)

☆
や
ざ
い
け
ダ
ン
ス
愛
好
会
　
毎
週
火

曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
/
す
ず
き
家

具
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額
3

千
円
/
小
柳

さ
(
3
8
9
8
)
5
9
5
5

葛
西
用
水
親
水
水
路
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ご
利
用
く
だ
さ
い

区
政
資
料
室

区
で
は
、
区
で
作
成
し
た
行
政
刊
行

物
等
の
行
政
資
料
を
区
民
の
皆
さ
ん
に

提
供
す
る「
区
政
資
料
室
」を
運
営
し
て

い
ま
す
。
区
政
資
料
室
は
、
千
住
本
庁

舎
と
中
央
本
町
庁
舎
の
2
ヵ
所
に
あ

り
、
区
の
行
政
刊
行
物
の
ほ
か
、
S
・

東
京
都
の
資
料
等
の
閲
覧
、
貸
し
出
し

を
し
て
い
ま
す
。

図
魯
や
資
料
を
お
探
し
の
方
に
は
、

「
行
政
資
料
検
索
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
り
。

迅
速
で
的
礎
な
情
報
提
供
を
行
つ
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
区
の
有
僕
刊
行
物

の
販
売
、
広
報
ビ
デ
オ
の
賃
し
出
し
、

コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
区
政
資
料
室
は
、
区
内
在

住
・
在
勤
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

賃
出
期

間
・
冊
数
―
―
人
3
冊
ま
で
。2
週
間

以
内

場
・
問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
憐
報

公
間
課

　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

中
央
本
町
庁
舎
・
情
報
公
開
課
分
室

　
(
3
8
8
0
)
5
0
0
1

最 新 の 有 償刊 行 物

◎ 特別展　江戸四宿( 1, 500円)
(オ ールカラ ー　243ペー ジ)

区議
会
第
4回

定
例
会

区
議
会
第
4
回
定
例
会
を
1
2

月
1
日
か
ら
2
1日
ま
で
の

予
定
で
閲
催
し
ま
す
。
本
会

議
お
よ
び
委
員
会
(
議
会
運

営
委
員
会
は
除
く
)
は
傍
聴

で
き
ま
す
。
な
お
、
傍
聴
席

に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

日
程
等
I
上
表

問
先一
千
住
本
庁
舍
・
区
議

会
事
務
局

霓
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

区 議 会第4 回定 例 会日 程 ( 予 定)

情 報 コ ー ナ ー
世 帯 と 人 口　( 6 年11 月1 日 現 在)

世 帯 259, 562
人 口 640, 483人

男 325, 182人
女 315, 301人

目 の不自由な方へ
区の情報をお届けします

「声 のお 知ら せ」無 料貸し 出し
区で は 、 目 の 不自 由 な 方 のた め

に 、 毎月2 回 「声 のお 知 ら せ」 を
制 作し 、 貸し 出し をし て い ま す。
「あ だち 広 報 」 を カ セ ット テ ープ
に 録 音し た も の で す。 ど う ぞ ご 利
用 く ださ い( 目 の 不自 由 な 方 にご
紹 介 く ださ い) 。 対象 一 区 内 在 住

の 目 の 不自 由 な 方 申 込 一 電 話 、
ま た は ハガ キ に 住 所、 氏 名 電 話
番 号 、視力 障 害 の 等 級、r声 のお 知
ら せ希 望亅 と 明 記 申 ・ 問 先 一千
住 本 庁舎 ・ 広 報 課 〒120千 住1- 4- 18

　3882 ―111l i f t )

青 年 セ ン タ ー の 催 し

子育 てサロ ン

毎日の゛子育て。を話題にして、
お母さんどうしでいろいろなおし
ゃべりを楽しみましょう。また。
ボランティアのお母さんたちによ
る絵本などのお話会もあります。
日時- 12月8日( 木) 、午前1( 蹐～
正 午 対象 一 幼 児 のい る お 母さ ん
定 員- 15 人( 先 着順) 費 用 一 無料
申 込 一電 話 ※ 当 日は お 子さ んの
保 育 を 行い ま す 。お 問 い 合 わ せく
だ さ い 。 場 ・申 ・問 先 一 青 年 セ
ン タ ーI J 3890 ―0061

人 権 問 題 を 考 え る
「 講 演 と 映 画 の 集 い 」

人 檣問 題 を より 正し く 理解 し 、
差 別 の ない 明 る い 社会 を 築い て い
く た め 、「講 演 と 映画 の 集い亅 を 閧
催し ま す。 ま た 、 区内 小 ・中 学 生
の 人 権ポ ス タ ー コ ン ク ールの 表 彰

式 も 行い ま す 。 日時- 12 月8 日(
木) 、 午後1 時 場所 一 竹の 塚 セ

ン タ ー 内 容 一 講 演 「人 の 世に 熟
あ れ 人 間 に 光あ れ 」 … 講師 ・ 川
村 善二 郎 氏/ 映 画 「父 の 一 番 長い
日」/ 第l l 回 人 権 ポ スタ ーコ ン ク
ー ル入 賞 者表 彰 式 問 先 一千 住 本
庁舎 ・ 同 和対 策 　' 3882―1111㈹

フリー マ ー ケット
ごみ減量とリサイクルの推進の

ため、フリーマーケットを閲催し
ます。皆さんのご来場をお待ちし
ています( 駐車場なし) 。なお、出
店者募集は終了しました。日時
=12月4日( 日) 、午前11時～午梭
3 時 場 所 一 大 谷 田 小学 校体 育 館
※ ス リ ッパ 、 ビ ニ ール袋 を 持 参し
てく ださ い 問 先 一 中央 本町 庁 舎

・リ サ イク ル 推 進 課113880
―5206

足立の「昔話を語 る」
日時- 12月10日( 土) 、午後2時～
3時30 分 内 容 一 寺社 巡 拝に よ っ

て 知り え た こ と 講師 一 加藤 敏夫
氏( 郷 土 博 物 館 専門 員) 費 用一 無
料 申 込 一 当 日 直 接 会場 へ
※ 「昔 話を 語 る 」 は 、毎 月 第2 土
曜 日 に行 っ て い ま す 塲 ・問 先 一
郷土 薄物 館 　3620 ―9393

障 害者 の日 記 念・社 会 福 祉 講座

講 演
「テレビ・ひと・ふれ愛」

ニュースやワイドショーで有名
な小川宏さんが、心に残る人々と
のふれ愛を語ります。日時- 12
月9日( 金) 、午後1時30分～3時
鸚 師 一 小 川 宏 氏 定 員=200 人
費用 一 無 料 申 込 一当 日 直接 会 揃
へ ※ 身 体 の不 自 由 な 方を 対 象 に
リ フ ト 付き バス を 運 行し ます 。 く
わ し く は 、お 問 い 合 わ せく だ さ い
場 ・ 問 先 一 東部 客 福 祉総 合セ ン
タ ー 　5682- 5370

障 害 者( 児) 総 合 作 品 展

㎜㎜㎜■ ・===・一===i 尸 ■ ㎜ ■

日時- 12月7日～11日、午前9時～
午 後5 時 場 所 一 竹の 獵 障 害 福

祉 館 内 容 一絵 画 ・ 于芸 等 手 作り
作 品 ※ 作 品 の5 募も 受 け 付 け中
で す 問先 一 千 住 本庁 舎 ・ 害 福

祉 課 計 画 調整 係113882- 1111 ㈹

芸術品が
い っぱい
の作品展

あなたの相談室 問合せ先　足立区役所千住本庁舎・1 階区民相談室

所在地　千住1- 4- 18　　3882- 1111( 代)

困ったことや心配なことがあり ましたら、お気軽にご利用ください( 無料・秘密厳守)

○ 住 宅 修 繕等 を お 考 え の方 へ 、 区 内 建 築 業者 の 連合 団 体 を 通じ て 施 工 業 者を あ っ せ
んし てい ま す。 電 話 で お申 し 込 み く ださ い 。

◎「あだち広 報」は再 生紙を使用し てい ます T. J . I .  240, 000


